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社団法人熊本県建築士会長 殿

国土交通省 大阪航空局
熊本空港事務
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空港周辺における航空法に定める建造物等設置の制限について

空港周辺においては、航空機が安全に離着陸するため空港周辺の一定空間を障害物がな
い状態にしておく必要があるため、航空法第 49条第 1項及び第 56条の 3第 1項におい
て建造物、植物その他物件について、設置、植栽、又は留置することを禁止する制限を課
した表面を設定しております。
つきましては、熊本空港の本制限に関して貴会における周知協力を宜しくお願いします。

(問い合わせ )

熊本空港事務所 総務課
TEL:096-232-2853

[添付するもの]
・航空法第 49条、第 56条の 3抜粋
・高さ制限のお知 らせとお願い (イ ラス ト)
・熊本空港制限表面区域図 (熊本空港事務所からのお知 らせ )
。「空港周辺における建築物等設置の制限」 (パンフレット)



【航空法第 49条 】

何人 も、空港 について第 40条 (第 43条 第 2項 にお いて準用す る場合 を含
む。)の 告示があつた後においては、その告示で示 された進入表面、転移表面又
は水平表面 (こ れ らの投影面が一致す る部分についてはこれ らの うち最 も低 い表

面 とす る。)の 上に出る高 さの建 造物 (そ の告示 の際現 に建造 中である建造物の

当該建造工事 に係 る部分 を除 く。)、 植物その他の物件 を設置 し、植栽 し、又は留

置 してはな らない。ただ し、仮設物その他 の国土交通省令で定 める物件 (進入表

面又は転移表面に係 るもの を除 く。)で 空港の設置者 の承認 を受 けて設置 し又は
留置す るもの及び供用 開始の予定期 日前に除去 され る物件 については、この限 り

ではない。

2 空港 の設置者 は、前項の規定 に違反 して、設置 し、植栽 し、又は留置 した
物件 (成 長 して進入表面、転移表面又 は水平表 面の上 に出 るに至つ た植物 を含

む。)の 所有者その他 の権原 を有す る者 に対 し、 当該物件 を除去すべ きこ とを求
めることがで きる。

3 空港の設置者 は、第 1項 の告示 の際現 に存す る物件 で進入表面、転移表面
又は水平表面 の上に出 るもの (同 項の告示 の際現 に存す る植物 で成長 して進入表

面、転移表面又は水平表面の上に出るに至つた もの及び同項 の告示の際現 に建造

中で あつた建造物 で 当該建造 工事 に よ りこれ らの表面 の上 に出 るに至つた もの

を含む。)の 所有者 その他 の権原 を有す る者 に対 し、政令 で定め るところによ り
通常生ずべ き損失 を補償 して、当該物件の進入表面、転移表面又は水平表 面の上

に出る部分 を除去すべ きことを求 めることができる。

【航空法第 56条 の 3】

何人 も、第 56条 第 1項 に規定す る空港について前条第 2項 において準用す る
第 40条 の告示があつ た後 においては、その告示で示 された延長進入表面、円錐
表面又は外倶1水 平表面 (こ れ らの投影面が一致す る部分については、これ らの う

ち最 も低い表面 とす る。)の 上 に出る高 さの建造物 (そ の告示の際に現に建造 中
である建造物の当該建造工事 に係 る部分 を除 く。)、 植物 その他 の物件 を設置 し、

植栽 し、又 は留置 してはな らない。

2 第 49条 第 1項 ただ し書の規定は、円錐表面及び外側水平表面につ いて準
用す る。

3 第 49条 第 2項 の規定は第 1項 の規定 に違反す る物件 について、同条第 3

項か ら第 8項 までの規 定は第 1項 の告示の際現 に存す る物件 で延長進入表面、円

錐表面又は外倶1水 平表面の上に出 るものについて準用す る。
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